
　費　　　　　　　　目

05款 労働費　　　　　　　 (単位　　円)

 02項 労働費

  01目 労働諸費

         567,640,339 円
○勤労者住宅建設資金貸付事業　　　　　　　　　　    436,759,000 円
　　　勤労者の住宅建設や持家増加による財産形成を推進し福利増進を図る
　　ため800万円を限度として資金貸付を実施した｡

（単位　件、万円）

貸付項目

○勤労者教育資金貸付事業　　　　　　　　　　　　    111,335,000 円
　　　勤労者又はその子弟が大学等へ進学､若しくは在学するために必要な
　　経費に充てるため､300万円を限度として資金貸付を実施し、27件
　　5,885万円を貸付した。

（単位　件、万円）

貸付項目

○勤労者福祉共済事業 円
　　　中小企業者及び勤労者の福利厚生事業を行っている、「三島函南勤労
　　者福祉サービスセンター」の運営費の一部について補助金を交付した。
　　　　加入者　296事業所・1,596人　平成13年3月31日現在

　　　　　　　　　　　　○中小企業勤労者福祉事業　　　　　　　　　　　　     
　　　中小企業の労働力の確保と雇用の安定、及び中小企業従事者の健康の
　　保持増進を図る目的で、以下の事業を実施する三島商工会議所に掛け
　　金や経費の一部を補助した。
　・　中小企業特定退職金共済事業 円
　　　　共済加入事業者に対し掛け金の一部を補助した。
　　　　　加入者　256事業所・17,197人　平成13年3月31日現在
　・　中小企業従事者健康診断事業 円
　　　　年2回実施する健康診断受診者に対し一人当たり4,000円の受診料を
　　　補助した｡
　　　　　受診者数　406人
〇技能功労者表彰
　　　永く同一の職業に従事し、技能の錬磨や後進の指導育成を行って当市
　　の産業技術の向上に功績のあった技能者について表彰を行った。
 　　　表彰日　11月9日　　　　場所　市役所本館第１会議室
 　　　表彰者数 　28人

  02目 勤労青少年活動費　 (単位　　円)

　
           6,240,809 円

○勤労青少年講座事業                                  738,692 円
  ・勤労青少年育成活動の状況　
      生涯学習センター等で勤労青少年を対象に、教養講座等を開催した。
　　               　　　 　　講師謝礼金　　495,000円

　主　　な　　事　　業　　内　　容　　

6,240,8096,240,809

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

2,235,610

1,624,000

合 計 27 5,885
10,000,000

短 大 5 845
専 門 学 校 5 1,300

件数・金額
貸 付 件 数 貸 付 金 額

大 学 17 3,740

建物（マンション） 購入 1 360
合 計 41 29,200

中 古 住 宅 購 入 2 1,600
土 地 購 入 新 築 7 5,600

土 地 購 入 3 2,210
土 地 建 物 購 入 7 5,100

新 築 20 13,730
増 改 築 1 600

564,894,339

件数・金額
貸 付 件 数 貸 付 金 額

567,640,339 2,746,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　

  ・勤労青少年活動事業

  03目 就業女性費　　　　 (単位　　円)

           8,471,879 円

○就業女性講座事業　　　　　　　   　　　　　　　　　　 579,220 円
　　近年増加している働く女性や、これから働こうとしている女性を対象
　とした講座を実施した。(昼間ｺｰｽ及び夜間ｺｰｽ開設)
　　　　　講師謝礼金等   407,450円 会場：生涯学習センター

 

  04目　緊急地域雇用 (単位　　円)

　　　　特別交付金事業

         36,676,550 円

○緊急地域雇用特別交付金事業の概要
　・景気対策の一環として、厳しい雇用情勢の影響を強く受けている中高
　年齢者に対して、臨時応急の雇用及び就業機会を地方公共団体におい
　ても創出を図る事業。
　・実施財源は、国からの交付により設置された県の緊急地域雇用特別基金
　を活用。
　・事業期間は平成13年度まで　　　　　本市は期間中17事業を予定
　平成12年度は次の事業を実施した。
○緊急地域雇用特別交付金事業（企画調整課）　　　      8,700,000 円
　  市内の魅力やアメニティ要素を体系的に集大成し地域・文化振興に
　活用するため、事典の作製事業を実施した。
　　　三島市アメニティ資源大百科事典作製事業　　　8,700,000 円
　　　委託先　　特定非営利活動法人　グラウンドワーク三島　
　　　委託期間　平成12年4月20日～平成13年3月15日
○緊急地域雇用特別交付金事業（介護保険課）   　　　   2,300,000 円
　　平成12年度ホームヘルパー養成研修（２級）
　　　委託先　（医）社団志仁会
　　　実施施設　老人保健施設ラ・サンテふよう
　　　　平成13年1月10日から平成13年3月15日までの27日
　　　　（延べ131時間）受講者　34人　　修了者　33人

036,676,550 36,676,550

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

初級パソコン 平成12年11月～平成12年12月 毎月第1･3･5水曜日 16人

パステル画 平成12年11月～平成12年12月 毎月第1･3･5水曜日 20人

女性のためのセンスアップ 平成12年11月～平成12年12月 毎月第1･3･5水曜日 20人

後期夜間コース

講　　　座　　　名 期　　　　　　　間 講　　　座　　　日 人数

韓国舞踊 平成12年11月～平成12年12月 毎月第1･2･3･4水曜日 20人

初級パソコン 平成12年11月～平成12年12月 毎月第1･3･5水曜日 16人

後期昼間コース(託児付講座)

講　　　座　　　名 期　　　　　　　間 講　　　座　　　日 人数

フラワーアレンジメント 平成12年6月～平成12年8月 毎月第1･3水曜日 20人

身近にできるインド料理・インド文化 平成12年6月～平成12年8月 毎月第1･3水曜日 6人

初級パソコン 平成12年6月～平成12年8月 毎週水曜日 16人

前期夜間コース

講　　　座　　　名 期　　　　　　　間 講　　　座　　　日 人数

楽しいコーラス 平成12年6月～平成12年8月 毎週水曜日 5人

実用英会話 平成12年6月～平成12年8月 毎週水曜日 20人

8,471,879

前期昼間コース(託児付講座)

講　　　座　　　名 期　　　　　　　間 講　　　座　　　日 人数

8,471,879

      野外研修　　　　　（市内勤労青年　４３人　　１回）

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

お 菓 子 作 り 平成12年6月～平成13年2月 毎月第2･4金曜日 22人

料　　　　　理 平成12年6月～平成13年2月 毎月第2･4水曜日 33人

陶 芸 Ａ ・ Ｂ 平成12年6月～平成13年2月 毎月第2･4火・水曜日 Ａ22人・Ｂ34人

英　　会　　話 平成12年6月～平成13年2月 毎週火曜日 11人

茶 道 Ａ ・ Ｂ 平成12年6月～平成13年2月 毎週木曜日 Ａ7人・Ｂ7人

パソコン 平成12年6月～平成13年2月 第２・４金曜日 16人

エアロビクスＡ・Ｂ 平成12年6月～平成13年2月 毎週木曜日 Ａ30人・Ｂ28人

バ ド ミ ン ト ン 平成12年6月～平成13年2月 毎月第2･4月曜日 24人

講　　座　　名 期　　　　　　　間 講　　　座　　　日 受　講　人　数
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
　　　　　（講義）福祉の理念とケアサービスほか　　　59時間
　　　　　（実技）基本介護技術ほか　　　　　　　　　42時間
　　　　　（実習）介護実習ほか　　　　　　　　　　　30時間
○緊急地域雇用特別交付金事業（管財用地課）          　8,872,500 円

　公有財産に関する基礎資料の作成及び電算化実施事業を委託業務にて
実施した。

　　　委託先　　(株)横浜測技センター静岡支店
　　　委託期間　平成12年4月27日～平成13年3月15日
○緊急地域雇用特別交付金事業（商工観光課）   　　　   9,285,000 円
　・産業廃棄物等投棄現場実態調査委託事業 1,785,000 円
　　　　市内の山林を巡回し、産業廃棄物等の不法投棄現場を発見し、保健
　　　所に通報するとともに、不法投棄の撲滅に努めた。
　　　　委託先　 （社）三島市シルバー人材センター
　　　　委託期間　平成12年6月1日～平成12年10月31日
　・伊豆新世紀創造祭市イベント業務委託事業 4,500,000 円
　　　　伊豆新世紀創造祭のイベントＰＲ業務、準備応援業務を委託業務にて
　　　実施した。
　　　　委託先　　三島市観光協会
　　　　委託期間　平成12年4月1日～平成12年11月30日
　・東海道四〇〇年祭市イベント業務委託事業 3,000,000 円
　　　　東海道四〇〇年祭東部拠点事業「大宿場まつり」イベントの内「水の
　　　都まわり道」イベント支援の業務を、委託業務にて実施した。
　　　　委託先　　三島市観光協会
　　　　委託期間　平成12年10月1日～平成13年3月25日
○緊急地域雇用特別交付金事業（生活環境課）   　　　   3,969,000 円
　　一般廃棄物資源化選別作業業務委託
　　　資源ごみで収集したびん類を指定法人の引取り基準に適合させるため､
　　ストックヤードにおいて､無色･茶色･その他の色の３種類に分別選別する｡
　　　　委託先　　新幹線メンテナンス東海（株）三島営業所
　　　　委託期間　平成12年5月1日～平成13年3月15日
　　　　作業人員　　　４人(延べ人数)
　　　　作業日数　４０９日(延べ日数)

平成12年度実績 (単位　ｔ)

○緊急地域雇用特別交付金事業（防災交通対策室）        3,550,050 円
　　放置自転車等撤去作業業務委託
　　　自転車等放置禁止区域等に放置されている自転車や原動機付自転車の
　　撤去､保管及び返還業務を行い､駐輪場への適正な利用を指導した｡
　　　委託先　　(社)三島市シルバー人材センター
　　　委託期間　平成12年4月27日～平成13年3月15日

06款 農林費　　　　　　　  (単位　　円)

 01項 農業費
  01目 農業委員会費　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　  
          10,563,689 円

○農地法関係処理状況 （単位　件、㎡）

市街化区域

調整区域

市街化区域

調整区域

4,019 1 8 0
事業計画変更
承認申請

9 1,522 2,497

10,744 8 0 7,122
農地法第20条
（解約）

8 10,542 202

51 0 21,356

34 12,620 11,101 23,721 0 34 16,250

51 18,523 5,711 24,234

47,955 51 34 37,606
農地法第5条
（転用）

85 31,143 16,812

41 0 12,740

9 3,780 401 4,181 0 9 9,860

41 22,850 9,502 32,352

36,533 41 9 22,600
農地法第4条
（転用）

50 26,630 9,903

144,786 40 0 83,963農地法第3条 40 43,142 101,644

許可(承認)件
数

不許可(承
認)件数

許可件数
不 許 可
件 数

9,869,789

区 分
申 請
件 数

関 係 面 積 市 委 員 会 県 知 事
前 年 度 面 積

田 畑 計

10,563,689 67,000 626,900

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

442 263 214 919
無　色 茶色 その他の色 計
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
○農業者年金関係

　　　加入者
　　　　当然加入者 77名
　　　　任意加入者 86名 計　163名
　　　年金受給者 （単位　人）

  03目 農業振興費　　　　 (単位　　円)

           8,303,464 円

○国内農業生産流通体制整備強化対策事業　　　

○農業施設化資金利子補給　

　
  　　農業近代化資金　　　　　28件　利子補給額　　1,571,077 円
  　　農業経営基盤強化資金　　 9件　利子補給額　　1,368,524 円
○有害鳥獣駆除委託事業　　　　　　　委託料　　350,000 円
　　　駆除鳥獣　　カラス189羽　　イノシシ8頭　　
○認定農業者育成支援事業　　　　　　　

　
・認定農業者制度説明会　　　　 　 　　平成12年12月12日 　出席者20人
・農業技術研修会
　ラノーテープの特性と使用法について　 平成12年8月30日 　出席者30人
　養液栽培培養液管理講習会　　　　　　平成12年10月27日   出席者20人
　生物農薬の利用について　　　　　　　 平成13年2月20日 　出席者30人
・講演会
　農業と気象について　　　　　　　　　 平成13年1月30日 　出席者40人
　エコ･ファーマー､有機農業について　　  平成13年2月8日　 出席者60人
・農村、都市交流活動
　市民すこやかふれあいまつり　　　　　 平成12年11月5日　 出席者15人

（地場野菜のＰＲ・即売）
　農業祭（地元農産物地場消費拡大）　　平成12年11月27日　 出席者15人
・視察研修
　輸入農産物の入荷状況（横浜市）　　  　平成13年3月6日　 出席者40人

○畑作営農対策試験事業　　　　　　　

　
・試験圃場　　　　　　　　元山中、塚原新田、谷田地区の6圃場

　・対象作物及び試験品種　　レタス・トマト・ナス・ホウレンソウ
・委託先　　　　　　　　　三島蔬菜部会
・委託料　　　　　　　　　300,000円

○有機農業推進対策事業　　　　　　　
　環境保全型農業を推進するため、地力増強のための良質有機物の投入等

　　　　　　　　　　　　　による土壌改良や病害虫回避を図る資材等を利用した農家に有機農業推進
　事業補助金を交付した。

　　補助金　　1,200,000円
　利用者　　132名・1団体　　　　　品目数量　　1,266件

○畑作圃場土壌保全事業　　　　
　畑作地帯の重量機械の踏圧による不耕起層発生圃場や、連作障害圃場の

  土層改良事業（天地返し事業）に対する畑作圃場土壌保全事業補助金を交
　付した。

　　補助金　　500,000円
　　　利用件数　25件　　　47,669㎡

　難防除害虫であるオオタバコガ等の被害が拡大しているため、誘因トラップ
を利用して発生消長と防除計画の確立を目指し試験事業を実施した。

6,978,207

　馬鈴薯の指定産地になっているにもかかわらず、施設の老朽化が著しいた
め、新規に三島函南農業協同組合が国庫補助事業として馬鈴薯の選果機導入の
ため、本年度は計画書等を作成するソフト事業を実施した。

　経営規模の拡大及び施設化等経営の改善を図るために融資を受けた農業者に
対し､利子補給を行った｡

　認定農業者に必要な経営改善支援を行い効率的かつ安定的な農業経営体の育
成を図った。

8,303,464 1,325,257

脱 退 一 時 金 受 給 者 0 85

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

経営移譲年金受給者 6 361
老 齢 年 金 受 給 者 14 473

　経営移譲年金受給がスムーズに行われるよう年金講習会や個別指導を行っ
た。

　　　　　　年度
区分

平成１２年度
昭和５１年度～
平成１２年度
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
○緊急農業用施設復旧資金利子補給

　
　

　　利子補給額　41,072円　　　　　融資借受者　5名
○市民農園整備事業

　野菜づくりにチャレンジしたい市民要望に応えると共に、農作業を通じ
て農業・農村への理解を深め、地域農業の振興を図るため、市民農園開設
者の三島函南農業協同組合に補助金を交付した。
　　補助金　　1,896,000円
　　開設農園　ファミリー農園玉川　28区画
　　　　　　　ファミリー農園徳倉　26区画

  04目 生産調整推進対策 (単位　　円)

       事業費

　　　　　　　　　　　　  

          10,104,852 円

○良質米省力化栽培試験事業

　　　品種　あいちのかおり他２種　　圃場　新谷、安久　　
　　　委託料　200,000円
○米消費拡大推進事業

　米の消費が食生活の多様化により減退していくなか、消費者に対し米に
ついて正しい知識の啓発、普及活動などの米消費拡大事業を推進した。
・米消費拡大推進連絡協議会総会 平成12年8月18日 出席者19名
・市民すこやかふれあいまつり 平成12年11月5日 来場者10,000名
　　（政府備蓄米のＰＲ）
・備蓄米料理教室 平成12年11月7日 出席者50名
・農業祭（親子餅つき大会ほか） 平成12年12月2日 来場者7,000名
・みしま生活展（お米ゲームほか） 平成13年2月18日 来場者10,000名

○水田農業経営確立対策事業

　
　　　生産調整対象水田面積　　2,114,000㎡
　　　実施面積　　　　　　　　1,828,642㎡
　　　達成率　　　　　　　　　　　86.5％

  05目 農村地域農政総合 (単位　　円)

       推進事業費　　　　 

           1,217,497 円

○農振計画変更と農地流動化推進事業　　　　　　　      1,164,532 円
　・農地法関係

　
　
　・農用地利用集積計画事業

　
　
　　　貸し手　35人　　借り手　　20人　　面積　　95,520㎡

  06目 畜産費　　　　　　  (単位　　円)

          25,915,858 円
10,410,24825,915,858 15,419,000 86,610

818,497

　農業の健全なる発展を図るとともに国土資源の合理的利用に寄与するため昭
和48年度策定、昭和52年度、平成4年度、平成11年度重要変更を実施してきた。
三島市農業振興地域整備計画が有効に機能するよう管理をした。

　農地を貸しても離作料を心配しないで貸せる事業で、この事業により遊休農
用地の有効利用を図り中核的農家に農地の集積を行い規模拡大等により農業経
営の安定を図った。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

1,217,497 399,000

7,344,311

　当地域に適した良質米栽培試験としてあいちのかおり等の食味を高めるため
有機質肥料主体の施肥管理による試験を実施し､技術の確立を図った。

　生産調整の実効性の確保、生産者・地域の自主性の尊重及び望ましい営農の
実現の3点に重点を置いて、新しい生産調整の推進を図った。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

10,104,852 2,760,541

　平成10年8月末豪雨による災害により被災した農業用施設の復旧の促進を図る
ため、被災者に対し、緊急災害対策融資を行う三島函南農業協同組合に利子の
一部を補助して農家の負担を軽減し、農業振興を図った｡

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
○家畜防疫事業
　　家畜伝染病予防法に基づいて、予防注射及び検査を実施した｡
　　事業実施状況 （単位　頭、羽）

（単位　戸）

○家畜舎一斉消毒薬購入事業
　　畜舎の衛生環境を保つため、消毒薬剤購入経費に対し補助をした。
　　　事業費　4,171,713 円　　薬剤　33種
○第53回三島市畜産共進会事業

　
　
　　　事業費　728,078円　出品点数　乳牛20点　肉牛25点　肉牛枝肉24点
○家畜改良事業

　
  　　事業費　11,411,542円
　　　導入頭数　乳牛10頭　繁殖和牛9頭　種豚10頭
○家畜へい獣処理対策事業

死亡家畜（牛、豚）の処理経費に対して補助をした。
　　　事業費　　 300,000円    処理頭数12頭
○受精卵移植事業

　　　事業費　　576,515円  採卵数37卵　移植頭数37頭　
○酪農ヘルパー事業

酪農農家に余暇をつくるため行われるヘルパー事業に対し補助をした。
　　　事業費　　3,965,108円  利用戸数　18戸　
○畜産振興総合対策事業

　
　　　事業費　　24,898,650円　畜産振興総合対策事業　農家数 ３戸  

 02項 林業費　　　　　　 (単位　　円)

  01目 林業総務費

          42,316,294 円

○間伐事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      5,754,000 円
　　実施面積　43.0ha　委託料　　5,754,000円

17,592,63442,316,294 9,404,560 15,319,100

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

　共進会を集合審査（農協安久グラウンド）及び巡回審査、肉牛枝肉共進会を
集合審査（東京食肉市場）により行い、三島函南農業協同組合本店において、
畜産祭りを実施した。

　消費動向が量から質へと推移するなか畜産物の品質向上を図るための優良家
畜導入に対し補助をした。

　最新技術を導入した牛群改良により畜産経営の体質強化を図るため補助をし
た。

　沢地地区の豚糞から良質堆肥生産し、地元耕種農家へ供給することにより、
畜産環境保全、農業振興を図った｡

ミ ツ バ チ 腐 蛆 病 検 査 2
鶏ニューカッスル病及びマイコプ
ラ ズ マ 病 等 検 査 4

検 査 名 実 施 戸 数

馬 伝 染 性 貧 血 検 査 2

鶏ニューカッスル病予防注射 164,900

鶏 痘 予 防 注 射 159,250

豚 ｺ ﾚ ﾗ 、 丹 毒 予 防 注 射 6,617

豚コレラ単独予防注射 615

豚 日 本 脳 炎 ・ パ ル ボ ウ イ ル ス
予防注射 383

豚 日 本 脳 炎 予 防 注 射 475

牛 三 種 混 合 予 防 接 種 200

豚丹毒（生）予防注射 127

牛 の Ｉ Ｂ Ｒ 予 防 注 射 229

牛 の ア カ バ ネ 病 予 防 注 射 219

予 防 注 射 名 実 施 数

牛 の イ バ ラ キ 病 予 防 注 射 225
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
○県単林道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　     22,000,850 円
　　林道を開設し、育林意識の向上を図った。 （単位　円）

開設工事       施工延長　　310m

○林道維持管理事業　 　　　　　　　　　　　　　　     4,972,800 円

　　　修繕料 　　 903,000円  委託料  1,144,500円  借上料　1,927,800円

○林道整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　      2,231,795 円
　　林道3路線の整備をするため原材料を支給した｡
　　　支給先　　　笹原新田自治会、山中新田自治会、北上草地改良協議会
○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　　　　　5,250,000 円
　　林道諏訪ノ台線建設事業

　　
　　　事業費30,000,000円　　市負担金5,250,000円

 04項 土地改良事業費 (単位　　円)

  01目 土地改良事業総務
       費

          51,473,335 円
○土地改良事業計画策定調査事業　　　　　　　　　　　  1,732,500 円

・
　　

・ 　八反畑地区用排水路用地測量設計業務を行った。

  02目 市単土地改良事業 (単位　　円)

       費

           8,810,550 円

○ふるさと農道整備事業（玉沢地区）                    8,810,550 円
ふるさと農道(玉沢地区）の事業を推進するため、測量設計業務を行った。
　事業期間　　　平成11年度～平成14年度
　計画延長　　　760ｍ

  03目 県単土地改良事業　 (単位　　円)

       費

          21,769,500 円

○県単土地改良事業　　　　　　　　　　　　　　　     21,769,500 円

　 （単位　円）

用排水路工　　　施工延長　215m

  04目 県営土地改良事　　  (単位　　円)

       業費

          37,140,252 円

○県営担い手育成基盤整備事業（中郷地区）　　　　      1,203,002 円

　
　
○県営緊急畑地帯総合整備事業（笹原地区）　　　　      3,122,580 円

　

11,487,252

　優良農地の適正な確保と効率的な農業経営を図るため区画整理により農地の
集団化、用水不足、水質の悪化防止のための用排水の分離、基幹農道の整備を
図った｡

　農用地の区画整理を行うと共に、幹線農道を基幹とし、畑地かんがい等総合
的な土地基盤整備を行い、農業振興及び経営の安定を図った。

37,140,252 3,253,000 22,400,000

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

梅 名 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事

18,000,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

15,769,500

　県の補助を受けて農業施設を改良するもので、未整備・老朽化した　1箇所を
地元の協力を得る中で実施した｡

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

21,769,500 6,000,000

8,810,550

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

8,810,550

51,473,335

　土地改良事業を推進するため、調査、設計、測量等を実施し、新規地区の
事業計画を作成した。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

51,473,335

　広域基幹林道北箱根山線の支線として平成7年度から県営事業で開設し、
平成12年度は380m開設した｡

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

北 原 菅 線 22,000,850

　林道の整備をするため法面修繕、側溝横断工事及び重機借り上げ等を実施し
た。

 　   工事請負費  997,500円

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
　　平成12年度繰越明許費
　　　　地元精算金及び換地計画に係る関係土地所有者との調整が遅れ、年度
　　　内の完了が見込めなくなったため繰越明許した。

（単位　円）

○国・県建設事業に係る負担金　　　　　　　　　　     32,787,500 円
 ・県営担い手育成基盤整備事業中郷地区負担金

　総事業費2,396,670千円 区画整理44ha 幹線農道3.03km 
　幹線用水路2.96km 　幹線排水路2.08km
　集落農道1.76km 支線用水路8.02km 支線排水路5.8km
　平成12年度は幹線農道、幹線排水路の用地買収を行った。
　事業費52,500,000円　市負担金10,625,000円

　・県営緊急畑地帯総合整備事業(笹原地区)事業費負担金
　総事業費2,037,010千円　区画整理22ha  畑地かんがい39ha
　幹線農道531m 幅員6m　防災施設一式　埋蔵文化財調査一式
　平成12年度は､法止工、舗装工、暗渠工、換地業務を実施した。
　事業費34,650,000円　　市負担金8,662,500円

　・県営社会環境基盤重点農道整備事業大竹笹原地区事業費負担金

　総事業費450,000千円　延長1,755m　幅員7.0m
　平成12年度は､文化財調査を実施した。
　事業費10,000,000円　市負担金2,000,000円

　・県営一般農道整備事業佐野片平山地区事業費負担金

　総事業費184,170千円　舗装工　延長3,715m
　平成12年度は､舗装工830mを実施した｡
　事業費42,000,000円　　市負担金11,500,000円

07款 商工費 (単位　　円)

 01項 商工費
  02目 商工業振興費

          66,969,191 円
○国・県支出金を伴う事業費補助金                     16,980,000 円
　・超低床ノンステップバス導入事業補助金　　 　　2,000,000 円
　　　高齢者、障害者等交通弱者が、安全かつ快適にバスを利用できるように
　　超低床ノンステップバスを導入するために、支援を図った。
　　　交付先　富士急三島バス（株）
　・ＴＭ０構想策定事業補助金　　　　　　 　　　　1,000,000 円
　　　三島市中心市街地活性化基本計画に沿った、商店街の活性化に寄与する
　　事業を推進した。
　　　交付先　三島商工会議所
　・商店街共同施設費補助金　　　　   　　　　　　5,980,000 円
　　　商店街の活性化及び環境整備のため、街路灯整備を支援した。
　　　交付先　幸原商店会　
　・商店街活性化先進事業補助金　　　　　　　　　10,000,000 円
　　　中心市街地の空き店舗対策として、観光と福祉の店「パートナーショッ
　　プせせらぎ」、日本大学学生チャレンジショップ「アクア・ニュー・ドッ
　　トコム」を整備するために補助金を交付して、中心市街地の活性化を図っ
　　た。
　　　交付先　三島商工会議所
○商工会議所、商店街等補助金
　・商工会議所・中小企業相談所補助金　　　　　　19,000,000 円
　　　中小企業経営の安定と振興を図り、地域経済の活性化を推進し、さらに
　　従事者の福利厚生を充実させ、経営環境の改善を図った。
　　　交付先　三島商工会議所
　・商店街振興育成事業補助金　      　　　　　　 3,000,000 円

　 　　　商店街の環境整備、販売促進の研究、イベント活動の強化、さらに未組
　　織の商店街の組織化を推進した。
　　　交付先　三島商店街連盟

53,285,19166,969,191 12,684,000 1,000,000

　農業生産物等、流通機構の合理化を図るうえで必要な幹線農道の整備を行
い、生活環境の近代化を図った。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

県営緊急畑総笹原地区換地業務委託 672,000 27ｈａ

　三島市と函南町界を南北に走る通称「韮山街道」を整備し、沿線に広がる
畑地帯の発展を図った。

事　　業　　名 事    業    費 事業概要
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
　・商店街イベント振興事業補助金　　  　　   　　7,980,000 円
　　　各商店街において、イベントを通じ、商店街の活性化、振興、結束を
　　図った。
　　　交付先　広小路笑栄会ほか
　・商店街活性化事業補助金　　　　　　　　　　　　  850,000円
　　　商店街の連続性や個店のレベルアップ、まちづくりに関わる具体的な調
　　査研究活動を支援した。
　　　交付先　門前町まちづくり推進協議会ほか
　・うなぎ料理宣伝事業　　　　　　　　　  　  　　　300,000円

　 　　　大通り宿場大祭にあわせうなぎ料理コンクール並びに試食会や「う
　 　　なぎ横丁」を開設し、三島の名物でもある「うなぎ」をＰＲすることに

　　より、商店街の活性化を図った。
　　　交付先　三島商工会議所
○電線類地中化推進事業　  　　　　　　　　　　　　    5,231,460 円

・大通り商店街活性化計画策定業務委託料 4,914,000 円
・平成12年度繰越明許費

　　　 県が実施している県道三島富士線の設計調整に、必要以上の日時を
　　 要したため繰越明許した。

　　（単位　円）

  03目 中小企業融資事　　 (単位　　円)

       業費

         713,572,526 円

○中小企業融資事業　　　　　　　　　　　　　　　    710,233,011 円
　・小口資金融資制度原資貸付金 円
　・季節資金融資制度原資貸付金　 円
　・中小企業協同組合等近代化
    資金融資(商工中金原資)貸付金　
　・貸付実績 (単位　件、円)

○中小企業利子補給補助・信用保証料補給補助
　　市小口資金信用保証料補給　　　　　　286件　　3,339,515 円

  04目 観光費　　　　　　 (単位　　円)

         114,677,305 円

○観光振興事業　　 　　　　　　　　　　　　　　　     8,034,283 円
　　駅前観光案内所委託料　　　 　 　 　　　　2,668,000 円
〇各種団体への負担金                                  53,320,000円
・伊豆新世紀創造祭三島天城湯ヶ島回廊協議会負担金　22,090,000円　　　　
    伊豆地区の観光推進と地域活性化を図った。
　　　かわせみプロジェクトうるおい探訪・春の陣
　　　　　会場　　　三嶋大社及び中心市街地
　　　　　開催日　　平成12年4月8日
　　　大通り商人大祭＆宿場大祭
　　　　　会場　　　大通り商店街
　　　　　開催日　　平成12年5月5日　平成12年11月3日
　　　箱根・三島夢街道物語
　　　　　会場　　　山中城跡、箱根旧街道石畳ほか
　　　　　開催期間　平成12年5月21日～平成13年1月1日
・東海道四〇〇年祭実行委員会負担金　　　　　　　　30,000,000円
    歴史的資産を活かし､情報発信ができる街づくりを目指した。
　　　東海道・見世大路
　　　　　会場　　　大通り商店街
　　　　　開催日　　平成13年3月18日～平成13年3月20日

252,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

114,425,305114,677,305

3,402,900,000
中小企業協同組合等
近 代 化 資 金 融 資 0 0 10,000,000 50,000,000

季 節 資 金 融 資 494 2,614,400,000 250,000,000

融 資 枠

2,205,000,000小 口 資 金 融 資 86 404,510,000 450,000,000

制 度 名 件 数 融 資 額 市 措 置 額

713,572,526

450,000,000
250,000,000

10,000,000 円

713,572,526

市道大社前二日町線電線類地中化測量・
予備設計業務委託

6,500,000 道路延長　　280ｍ

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

事　　　業　　　名 事業費（繰越額） 事業概要
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
　　　東海道・食彩広場
　　　　　会場　　　三嶋大社境内
　　　　　開催日　　平成13年3月18日～平成13年3月20日
　　　みしまノスタルジック館
　　　　　会場　　　本町荻野パーキング１階特設会場
　　　　　開催日　　平成13年3月18日～平成13年3月20日
　　　きもの再発見館
　　　　　会場　　　Ｖia７０１
　　　　　開催日　　平成13年3月15日～平成13年3月20日
　　　水の都・まわりみち
　　　　　会場　　　大通り商店街及びその周辺
　　　　　開催日　　平成13年3月18日～平成13年3月20日
　　　全国楽茶逸品会
　　　　　会場　　　楽寿園
　　　　　開催日　　平成13年3月18日
〇市単独運営費補助金 　　　　　　　　　　　　　　　　22,152,000 円
　・三島市観光協会補助金　　　　　　　 　 　18,900,000 円
      三島市のもつ地理的優位性を活かした観光を推進し､観光基盤の充実を
    図り観光産業の育成を支援した｡
　・農兵節普及会補助金　　　　　　　　　 　　　750,000 円
      郷土の代表的民謡である農兵節を広く宣伝普及し､農兵節の伝承を通じ
    て三島の観光発展を図った｡
　・みしまサンバ補助金　　　　　　　　　 　  1,278,000 円
      多くの市民が参加できる踊りとして､みしまサンバを振興し､三島の観
    光ＰＲ及び観光事業の活性化を図った｡
 　   交付先  みしまサンバ振興会
　・ふるさとガイドの会補助金　               1,224,000 円
      ボランティアガイドを組織し､会員がボランティアで三島を訪れる観光
    客のために、市内の名所旧跡等を案内する環境を整備した。
〇市単独事業費補助金　 　　　　　　　　　　　　　　　30,280,000 円

　　　　　　　　　　　　　・三島夏まつり補助金　　　　　　　　　　　28,800,000 円
      三島市最大のイベントであり､多くの市民参加による街の活性化と観
    光客誘致を図り､また､市の観光ＰＲを最大限に図るため支援した。
   　 交付先  三島夏まつり実行委員会
　・箱根西麓まつり補助金                       180,000 円
　　　平成12年度は、伊豆新世紀創造祭や東海道四〇〇年祭で活用するため
　　のガイドブックを作成し、広く観光客へ箱根旧街道をアピールする事業
　　に対して支援した。
　　　交付先　(社)三島青年会議所
　・伊豆新世紀創造祭三島市実行委員会補助金     800,000 円
　　　伊豆新世紀創造祭を支援し、独自に企画するイベント及びＰＲ活動を
　　展開する三島市実行委員会の事業を推進した。
　・東海道四〇〇年祭推進連絡会補助金           500,000 円
　　　東海道の歴史的資産を生かし、人・情報の交流と情報発信ができる街
　　づくりを進めるためのイベント事業に、独自の企画で取り組む推進連絡
　　会の事業を支援した。

  05目 消費対策費 (単位　　円)

          12,453,686 円

○消費生活相談事業
    消費生活相談窓口に寄せられた平成12年度の相談件数は206件と平成11年
  度に比べて37件（22.0％）の増加となった。相談内容は、苦情が190件(

　　　　　　　　　　　　  92.9％)と相談の大半を占め、男女別では女性が130名(63.1％)となり、本
  人及び家族の相談が多くなっている。品目別に見ると商品に関するものが
  81件(39.3％)、役務(サービス)に関するものが119件（57.7％）、その他
  が6件(3.0％)となっている。商品についての相談は高額な寝具、学習教材
  がわずかながら増加となった。役務(サービス)では使った覚えのないツー
  ショットダイヤルの情報料請求の苦情が12月に最も多く平成12年度の相談件
  数の19.9％になった。また、資格講座の二次被害の苦情・エステの苦情も例
  年通り寄せられた。苦情を内容別にみてみると販売方法、契約・解約に関
  することが依然多く、続いて価格・料金となっている。販売目的を隠して

11,929,68612,453,686 524,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
  近づきシロアリ駆除・屋根工事・外壁工事等法外な額を請求するという点
  検商法や、高収入と特典を強調する内職商法の相談が目立った｡
　　　消費生活相談受付件数は次のとおり。 (単位　件)

月

種類

10 12 10 11 10 16 17 14 37 18 15 20
1 1 1 2 1 0 2 4 1 0 2 1
11 13 11 13 11 16 19 18 38 18 17 21

○消費者教育
　  自立する消費者の育成を目的に平成12年度も、一般消費者及び消費者団
  体､グループを対象とした消費生活講座、消費生活相談員による地域､企業､
  老人会で悪質商法についての出前講座を7回開催した。
　　消費生活講座（３回）
　　　講　師　シューフィッター・フィッティング講師　　　深澤　啓司  氏
　　　テーマ　｢靴の上手な選び方～靴はあなたの足にフィットしていますか～Ⅱ｣ほか
○消費者団体の育成と情報提供
　  消費生活の改善、安全と向上推進のため、三島市消費者連絡協議会へ
  680,000円の助成を行った。活動内容としては、月１回理事会の開催及び
  情報交換をはじめ消費者問題シンポジウム、視察研修、みそ作りリーダー
  研修会、純正食品普及、消費者被害未然防止街頭キャンペーン、商店街連
  盟との懇談会、ボイスＱへの出演、アンケート等を行った。　　
　  また、三島市消費者連絡協議会への委託として消費生活展を1日開催した｡
    平成12年度は「これからの私たちのくらし３Ｒ（省資源・再使用・再利
  用)｣テーマに13団体の学習成果を発表し、8,000人の参観者があった。この
  消費生活展には700,000円の助成を行った。
　  情報提供については、氾濫する情報の中から正しい情報を把握し、くらし
  に役立てることができるように「くらしの豆知識」「くらしの情報」及び各
  種リーフレット等を作成した。また、新成人者に悪質商法未然防止のための
  パンフレットを配布し、若者への啓発に努めた。
○不用品活用バンク事業
　 「ものを大切にする心」を育てる目的で昭和54年度から実施しているが、
　市役所玄関ホールに掲示板を設け市民の利用に供している。
　　平成12年度の利用状況は次のとおり。

　　　　　　登録件数　　譲ります　　　　430件
　　　　　　　　　　　　譲ってください　469件
　　　　　　　　　　　　成立　　　　　　197件
　　　　　　譲りますに対する成立　　　　 46％
　　　　　　譲って下さいに対する成立　　 42％
　　　なお、この事業は、三島市消費者連絡協議会に委託した｡
○消費生活モニター
  　三島市では、20人の消費生活モニターを依頼し、主要生活物資価格調査を
  毎月行いその結果を広報に掲載した。また、地域の消費生活に関するリーダ
  ーとして活躍してもらうため､消費に関する情報の提供と研修を行った｡
○買物袋持参運動推進事業
  　平成11年度より、三島市買物袋持参運動推進協議会（80団体）を発足させ
  環境への負荷をなくすため資源循環型社会を目指し、買物袋持参運動を市民
  運動として展開した。また、買物袋持参運動の啓発を図るため関係団体と
  協力して、市民の集まる各種事業に参加した。12月には買物袋推進月間を実
  施し、企業・自治会・女性団体の取組み事例を発表した。
  　5月・11月の大通り商店街祭り、ふれあいまつり、みしま生活展に参加
  し､手作りマイ･バッグコーナーを実施。
　　ポイントカードを発行し、買物袋持参のより一層の啓発と普及に努めた。

  06目 環境対策費　　　　 (単位　　円)

          93,963,182 円

○公害苦情受付及び解決件数 (単位　件)

種類

(4)
当該年度の発生件数に
対する割合

45%大 気 汚 染 47 46 1

89,016,182

件数
苦 情 件 数 解 決 件 数 繰 越 件 数 備 考

93,963,182 4,947,000

合 計 206

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

12 1 2 3

苦 情 190
問 い 合 わ せ 16

4 5 6 7 8 9 10 11 合　計
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　

種類

(1)

(2)

(7)

　　　　　　　　　（　）内は平成1１年度継続分

○大気汚染
　・市内４測定局及び自動車排ガス測定局による常時監視（風向・風速・二酸
　化硫黄・窒素酸化物・一酸化炭素・浮遊粒子状物質・オキシダント等）を
　行った。
　・光化学スモッグ（オキシダント）による緊急時発生については「緊急時対
　策要領」により夏季監視体制の監視強化を図った。
○水質汚濁
　・大場川に環境基準が設定されたことにより、平成12年度も環境基準の設定
　されている大場川をはじめ市内を流れる河川について水質調査を行った。
　また､大場川新川橋において24時間監視調査を２回実施した。ＢＯＤ値で
　みると、大場川では水質は平年に比べるとほぼ横ばいであり、環境基準点
　である出逢橋をはじめ各測点で環境基準を満たしていた。また、その他の
　河川でもその水質は平年に比べるとほぼ横ばいであった。
　・法、条例に基づく県環境衛生科学研究所及び県東部保健所による立入調査
　に三島市も同行して排水処理施設の維持管理等のチェックを実施した。平
　成12年度は5回､延べ16工場・事業場で実施したところ、基準に違反した事
　業場が1箇所あったため、管理体制の整備、排水処理施設の改善等の指導
　を行った。
　・下水処理施設への流入水・放流水等の平常試験・精密試験・中試験・通日
　試験等の水質検査及び汚泥試験を実施し、下水処理場の水質管理部門へ水
　質試験報告を行った。
　・トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物による地下水汚染については、
　当市では平成11年度までの調査で基準を超える汚染地域はないことが確認
　されているが､市内に5箇所のクリーニング店等の使用事業場もあることか
　ら､引き続き井戸・湧水等の定点調査と使用事業場の立入調査等を実施し
　た｡結果は､水道水の水質基準及び環境基準等の基準を超える汚染箇所はな
　く､違反もなかった。今後も継続して調査していく予定である。
　・外因性内分泌撹乱化学物質として疑われている物質による環境汚染の監視
　については、平成10年度に環境庁が緊急全国一斉調査を実施した結果、河
　川水等から61物質中27物質が検出された。この結果を受けて、当市でも平
　成12年度に大場川塚本橋で年２回の調査を行った。その結果、13物質中6
　物質が検出されたが、環境庁の全国一斉調査の調査結果の範囲内であり、
　特に高い濃度で検出された物質はなかった。
○ダイオキシン類
　　　ダイオキシン類に環境基準が設定されたことにより、大気2地点及び土
　　壌2地点について、ダイオキシン類測定調査を実施した結果、年平均値は
　　すべての測定地点において環境基準を満たしていた。
○交通公害
　　　市内主要道路沿線の環境状態を把握するため、交通騒音調査を実施し、
　　環境基準は満たしていないが、要請基準は、概ね満たしていた。
○環境騒音調査
　　　騒音に関する地域環境の実態を把握するため、市内37箇所で調査を実施
　　した。その結果、すべての測点で環境基準に適合しており、全体として良
　　好な状態であったが、自動車の音源寄与が特に高い状況であった。
○環境保全意識の啓蒙・普及
　・環境保全団体との連携のもと、大場川堤防の清掃・講演会の開催への参加
　等による各種行事を実施し、環境保全意識の向上を図った。
　・平成11年度における環境関係の資料をまとめ、「三島の環境」（平成12年
　版）を発行した。（Ａ4版 500冊）
　・事業場の現場サイドから環境問題を考え､その保全を図るため市内を中心
　に103事業場・団体により「三島地区環境保全推進協議会」を構成し、市
　の主催する環境保全事業に協力するとともに、独自に講演会・研修会、環
　境保全団体の表彰等の各種事業を実施した｡

件数
苦 情 件 数 解 決 件 数 繰 越 件 数 備 考

〃 100%合 計 103 99 4

〃 0%

悪 臭 14

そ の 他 0 0 0

13 1

〃 26%

〃 0%

〃 12%

振 動 0 0 0

騒 音 26 24 2

水 質 汚 濁 16 16 0
当該年度の発生件数に
対する割合

17%
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　費　　　　　　　　目 　主　　な　　事　　業　　内　　容　　
　この協議会に対し運営費の一部として90,000円を補助した。
　・環境月間において関係各課との協力のもと、環境保全啓蒙パトロールや環
  境美化活動、環境講演会などを実施し環境意識の向上に努めた。
○低公害車導入促進事業　　　　　　
　　　自動車の排出ガスの環境へ与える負荷を低減するため、公用車の低公害
　　車への転換を図った。
　　　導入台数　　ハイブリッド１台（議会事務局）

(累計) ５ 台
２ 台

○環境教育普及啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　　8,023,683 円
　・早い時期からの環境教育普及促進のため、市内の小学生４年生から６年生

までの生徒を対象に、環境教育副読本 「調べてみよう三島の環境」を発刊
し､4,000部を作成した。

　・市内の小学校１４校の４年生から６年生までの児童の中から４２名の希望
者を募り、環境探偵団として活動を展開した。
　６月の発足式から、１２月の修了式までの７ヶ月間で、クリーンエネ
ルギーの視察、ペットボトルのリサイクルの現状、箱根原生林の散策等、
様々な体験学習を行った。

○環境基本計画推進普及事業  　　　　　　　　　   　  10,308,554 円
　・当市における総合的かつ計画的な環境施策の具体的方策を定めた環境
　基本計画の策定に向け環境基礎調査及び三島市民環境アドバイザーに
　よる原案づくり並びに三島市環境審議会による審議を進めた。
　・環境審議会委員は公募市民４人を含め、学識経験者・市民団体の代表・
　関係行政機関の職員、計１５人に、また環境アドバイザーは公募市民１６
　人、市民団体代表１４人の計３０人に依頼し、それぞれの立場からの原
　案づくりに参画していただくなど、市民による計画の策定を進めている。
　・三島市環境審議会の審議と併せ、環境に関する条例や規則、諸施策等を
　把握し、総合的に検討するため、関係１１課の課長からなる庁内環境検
　討会を設置し、環境基本計画案について検討を行った。
○地球環境対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,627,690円
　  地球温暖化対策推進法に基づく三島市役所の地球温暖化対策「地球にや
  さしい率先行動計画」を策定する他、古紙回収､公用リサイクル自転車の
  活用など地球環境改善活動を実践した。
○環境ＩＳＯ推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　  4,715,407 円
　  組織が行う環境活動を維持・発展させていくため、徹底した環境管理を定
　めた国際標準規格ＩＳＯ１４００１を平成12年7月26日に認証取得した。
　　ｱ　 管理職及び全職員を対象とするＩＳＯ１４００１規格や環境マネジメ
　　　ントシステムの研修を実施した。
　　ｲ　 環境マネジメントシステムを運用するため、全庁的な環境管理実行体
　　　制を整備し、管理及び実行に係る責任の所在を明確にした。
　　ｳ　 内部環境監査チームを結成し､環境監査員の監査技術の向上を図った｡
　　ｴ　 環境マネジメントシステムに必要となる各種規定類文書(環境マネジ
　　　メントマニュアル、同プラン、手順書等）を作成した。
　　ｵ　　認証取得後は市民に対しＰＲするため取得記念講演会を開催した。
　　　　　　平成12年9月16日　講師　幸田　シャーミン　氏
〇地下水保全対策事業

・節水コマ普及事業
　　上水道の節水のため、市内小中学校21校へ節水コマ6,164個の取り付け
　及び、一般家庭を対象に489個の無償配布を行った。 （単位　円）

市内小中学校21校　6,164個

・雨水浸透貯留等施設設置費補助金 （単位　円）

○住宅用太陽光発電システム設置費補助金
　　　地球温暖化防止のため、クリーンエネルギーの利用促進を目的として、
　　太陽光発電システム設置者を支援した。
　　　　１件あたりの限度額　　　300,000 円
　　　　平成12年度補助金交付額　　　20件　　4,861,000 円

工事に要する経費の1/2以内、限度額５万円
（設置個数　７基）

事 業 概 要

186,000

雨 水 浸 透 マ ス 設 置 1,570,000

合 計 2,345,000

浄 化 槽 転 用 型 雨 水 貯 留 施 設 設 置 589,000

簡 易 貯 留 型 雨 水 貯 留 施 設 設 置

事 業 概 要

設置に要する経費Ａ型6万円、Ｂ型5万円以内
（設置個数　Ａ型７基、Ｂ型２３基）

工事に要する経費の1/2以内、限度額８万円
（設置個数　8基）

市内小中学校水栓蛇口節水コマ交換修繕 4,998,367

補 助 対 象 施 設 名 補 助 金 額

事 業 名 事 業 費

ハイブリッド車
天 然 ガ ス 車
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